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みどころ 海岸の礫の中に、保存の良い貝化石を発見することができる。
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　小田海岸には、様々な色を呈する流紋岩や安山岩などの円礫に混ざって、周囲に分
布する今から1300万年前前後の布志名層からもたらされた泥岩や砂岩の円礫が打ち上
げられている。これらの円礫は大部分が石灰質成分の多い石灰質ノジュールである。こ
の中からは、シオバラザルガイ、ハタイカガミ、フジナウバトリガイ、ヨコヤマビノスガイなど
の保存の良い貝化石やフナクイムシの巣穴化石が密集して産出する。これらの貝化石は
やや冷たい温帯性の浅海域に棲息していたと考えられており、布志名動物群と呼ばれ、
当時の代表的な軟体動物化石群で古生物学上大変貴重である。貝化石の他にもクジラ
の骨化石、メジロザメの歯化石、アシカの仲間の骨化石などが稀に産出する。また、周囲
に分布する海食崖には布志名層あるいは下位の大森層の砂質シルト岩〜砂岩が露出
し、この中にも保存不良ではあるが、ハタイカガミなどの二枚貝化石が含まれている。
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